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11．定位脳手術における脳血流変化のSPECTによる

　　検討
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　目的はパーキンソン病に対する定位脳手術の一つ

であるPosteroventral　Pallidotomyが脳血流に及ぼす変

化をSPECTによって検討することであった．対象は

パーキンソン病患者5名でi231－IMPを使用しSPECT

を得た．撮像は手術前後で3回行った．得られたデー

タは肉眼での評価のほかに，ROI設定により得られた

データに統計処理を加えた．PVPが施行された側の

大脳半球の相対的な血流低下と反対側の小脳の血流

低下が全例で観察された．統計学的有意差は術後1週

間の反対側視床の相対的上昇と反対側小脳の相対的

低下について観察された．またPVPによる同側の大

脳投射野の集積上昇は観察されず，同手術は安静時

の同領域の血流を上昇させるものではないと思われ

る．

12．慢性硬膜下血腫の検出における99”’rc－DTPA脳

　　SPECTの有用性
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　臨床的，およびX線CT検査で慢性硬膜下血腫
（CSH）が疑われ，99mTc－DTPA脳スキャンが施行され

た20症例27病巣（男性12人，女性8人，平均年齢

66．2歳）を対象に，X線CT，手術結果，脳スキャン

の動態像，静態像，およびSPECT像を比較して，脳

スキャン，およびSPECT像の有用性について検討し

た．脳スキャンの読影は4点評価で行った．対象には

水腫2例が含まれ，したがってX線CTによるCSH

の正診率は93％（25／27）であった．一方，脳スキャン

の検出率は88％（24！27）であった．病巣が片側性の場

合，および両側性で左右差を認める場合の優位側で

はSPECTによる評価は改善したが，両側性の場合の

劣位側における改善は得られなかった．以上より，

脳スキャンは血腫および水腫の程度の評価に有用と

思われた．

13．頭蓋内悪性黒色腫の1例

　　一1aSI・IMP，　c°iTl　scintigram像を中心に一
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　神経皮膚メラノーシスに合併した髄膜悪性黒色腫

症例に，1231－IMP，20iTl脳scintigraphyを施行した．

i231－IMPは，20分後像で大脳鎌左側に接した腫瘍部と

その前方の髄膜播種部分に集積し，4時間後像でさら

に顕著となった．2°1Tlは，腫瘍中心部と髄膜播種部

分に著明に集積した．腫瘍／大脳比を腫瘍中心部と

髄膜播種部分で求めた．1231－IMPでは腫瘍中心部で

early　ratioが1．25，　delayed　ratioがL68，髄膜播種部分

でearly　ratioが1．29，　delayed　ratioが1．31であった．

「OITIでは腫瘍中心部でearly　ratioは5．82で，髄膜播

種部分で3．41であり異常高値を示した．

14．原発性肺癌の2°iTl・SPECT：気管支動脈造影との

　　比較
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　切除不能非小細胞肺癌30人に対し，放射線治療開

始1か月以内に施行された2°IT1－SPECT，気管支動脈

造影（BA）をCTと比較検討した．原発巣はどのmo－

dalityでもすべて検出された．縦隔リンパ節の陽性率

はCT，　Tl，　BA各々86．7％，76．7％，90％であった．同

側肺門リンパ節は各々，83．3％，70％，93．3％であり対

側リンパ節は6．7％，10％，26．7％であった．Tl－SPECT

で低かったのは分解能によるものと思われ，またBA

で高かったのは炎症性リンパ節腫大を陽性と判断し

たためと思われた．T1－SPECT，　BAはともにリンパ節

転移の診断に，補助的有用性があるものと思われ
た．
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